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伝統を「学びたい」と「伝えたい」が一致し１８年

２００戸ありました。しかし、エアコンや輸入物の普及
で衰退。シイタケ栽培、農業用などに販路を見つける一
方で、関心を持ってくれる人を増やすことが待ったなし
です。充実した今日の授業の終わり、児童に「ヨシズの
ことを覚えてもらい、いつかやりたいと言う人が出てく
れたらうれしい」と話しかけました。
　出来たヨシズはお土
産。学校に持ち帰り、夏
のプールの授業で日よけ
に活躍するそうです。「私
たちが編んだよ」と自慢
してください。松本さん
は（☎６７-３０７０）。

　「出来たっ！」。児童の歓声が、作業場に響きます。５
月下旬の今日は、近くの遊水地で今年刈ったヨシでヨシ
ズ作りを体験する校外学習です。教えてもらいながら、
一本ずつシュロ縄で編み込みます。力を合わせて作業す
ること約 1時間、高さ１・８ｍ、長さ１・３ｍものヨ
シズが完成しました（写真上と下）。
　児童は市立部屋小の４年生全員の１４人。私、石川瑠
璃子は担任の教師です（同上の最後列右）。伝統産業を
直に学ぶこの授業は、もう１８年目になります。地域に
根ざした営みを理解し、併せて守り続けるための課題を
知るねらいです。みんな作業に夢中、楽しくて「大きく
なったらやりたい」との感想を言う児童も。遊水地に接
する地域、風土への理解が深まった手ごたえを感じます。
　私、松本八十二（同上の前列中央）は今や地区で唯一
のヨシズ生産者です。校外学習は、孫が同小に通ってい
た時の縁でした。「学びたい」とのお話に対し、私も産
業への危機感から「伝えたい」。思いが一致しました。
　携わって５５年、盛衰を見てきました。ピーク時は、
全国に年間数十万枚を出荷。遊水地周辺で生産戸数が約
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十二 さんヨシズを編む授業
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